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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子産物は、細胞傷害性リンパ球の細胞質顆粒に由来する、関連のあるセリンプロテアーゼ群に属する。細胞傷害性Tリンパ球（CTL）とナチュラルキラー（NK）細胞は、特定の標的細胞を認識し、結合し、溶解するという優れた能力を共有している。これらの細胞は、表面に「非自己」抗原（通常は細胞内病原体による感染によって生じたペプチドまたはタンパク質）を有する細胞を溶解することで宿主を保護すると考えられている。ここで記述されたタンパク質は、他のグランザイムに存在するN-グリコシル化のためのコンセンサス配列を欠いている。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	GPR15マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	GPR15 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Raji 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	GPR15 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	GPR15 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した THP-1 細胞のフローサイトメトリー分析。

